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災害時要援護者登録申

請手続きについて 

１．要援護者に係る登録申請希望の手続

きについて 

 ①災害時要援護者が避難支援を希望

する場合において、登録台帳の作成、申

請の適否を判断するに足りる資料、例え

ば災害時の避難場所を確認する案内等

が配布されていない。本人の避難場所を

把握した上で避難支援者との話し合い

が始まるため、今後は配布をしていただ

きたい。 

 避難支援者の立場から同意をする決

め手となるのは、平常時の体力と避難場

所がどこであるかということであり、支

援者選出時に必要な資料となる。 

 ②避難支援者の支援の概要、任期（２

年）等の内容説明が、口頭のみで依頼す

るのは理解も納得もしづらいのではな

いかと思う。要援護者にもわかり易く説

明が出来る資料の作成を検討していた

だきたい。 

 

 

 

 

総務課 １．①について 

 長寿福祉課から送付する新規対象者宛の「登録申請

手続きのご案内」に「避難所リスト」を添付すること

とします。 

 

１．②について 

 現在、総務課からの新規登録者宛通知には「情報伝

達者・避難支援者の役割及び任期」「災害発生時の避

難支援手順」ともに添付をしています。 

 これと同様に、長寿福祉課から送付する新規対象者

宛の「現行の手続きのご案内」に「情報伝達者・避難

支援者の役割及び任期」「災害発生時の避難支援手順」

の２つを添付することとします。（５月発送分から対

応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．避難支援者が要援護者の候補者とな

った場合について 

 ①避難支援者が将来的に要援護者の

申請手続きを希望することも大いに予

想される。避難支援者の任期（２年）満

了後も（申し出がない場合）自動継続と

なれば、注意していても更新時期の把握

も希薄になりがちであるため、更新後も

引き続き積極的な避難支援の意思を確

認する観点からも、任期満了後の自動継

続の旨（辞退申し出がない場合）のお知

らせ（通知）文書の施行検討をお願いし

たい。 

２．①平成２３年６月３０日の任期満了に伴い、同年

８月１日付で総務課より任期満了の案内文を、要援護

者、情報伝達者、避難支援者宛に送付済みです。 

 すべての登録者の任期満了を統一しており、次回の

平成２５年６月３０日の任期満了通知にも改めて「情

報伝達者・避難支援者の役割及び任期」「災害発生時

の避難支援手順」を添付することとします。 

 


